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概要：新小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説における ICT 活用に関する記述を整理し，現行のも

のと比較を行った。新小学校学習指導要領解説では「コンピュータ」，「情報手段」などの記述が多く，

また，現行では記述のなかった教科でも記述されるようになっていた。新学習指導要領の実施に向け，

教科書にも ICT に関する記述が増えると予想される。教科書に多く掲載され，それをもとにした

学習が展開されることを前提に考えると，今後 ICT を活用した学習活動が実施されやすくなると

考えられる。 
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１ はじめに 

 現行の小学校学習指導要領総則から，キーボ

ードなどによる文字入力など，ICT の基本的な

操作の確実な習得が求められるようになった

(文部科学省 2008)。しかし，2013 年度に小・

中学校を対象に実施された情報活用能力調査の

公表結果によると，複数のウェブページから目

的に応じて特定の情報を見つけ出し関連付ける

ことやローマ字入力など，ICT の基本的な操作

な習得に課題があることが明らかになっている

(文部科学省 2015)。 

平成 29 年に新学習指導要領が告示され，その

解説も公開された(文部科学省 2017)。小学校

総則で情報活用能力が学習の基盤となる資質・

能力とされ，ICT の基本的な操作の習得やプロ

グラミング教育が位置付けられたことから，今

後 ICT を活用した学習活動の充実がさらに求め

られるようになる。 

現在，小学校は移行措置期間である。本研究

では，新学習指導要領の下，ICT の基本的な操

作の習得のために，新小学校学習指導要領にお

いて，どのような ICT 活用が想定されているか，

解説の記述を整理し，現行のものと比較するこ

ととした。 

 

２ 新学習指導要領解説における ICT 活用に関

する記述の整理 

まず，新学習指導要領解説における ICT に関

する記述の整理を行う。後で比較を行うため，

現行の学習指導要領解説について整理を行って

いる高橋ら(2010)の方法を参考にした。 

 

2.1. 方法 

（１）新小学校学習指導要領解説から，教科等

ごとに，ICT 活用に関する記述を次の手順で

整理する。１）抽出の基準となる用語を選定

する。用語は，教員の ICT 活用指導力のチェ

ックリストや学習指導要領解説から，ICT 活

用に関連すると考えられる用語をすべて選定

する。２）用語が含まれる記述を抽出する。

３）用語の件数を教科等ごとに整理して表に

まとめる。 

（２）抽出した用語のうち，ICT 活用に関係な

いものや，項目名，系統表等を除く。例えば

「機器」という用語によって抽出された記述

のうち「冷暖房機器」といったものである。 

 



2.2. 結果 

 抽出の基準となる用語について，情報機器，

コンピュータ，インターネットなど，33 の用語

が選定された（表１）。なお，タブレット，スマ

ートフォン，プログラミングなど，表１で下線

を引いたものは，高橋らの選定にはなかった用

語である。 

 これらの用語に基づき，小学校の学習指導要

領解説の記述を抽出した。その結果，用語の出

現回数として 466 件が抽出された（表２）。 

すべての教科等において ICT 活用に関する

記述があった。その中で，最も多かったのが「総

合的な学習の時間」の 132 件であり，「理科」の

36 件，「体育科」の 31 件と続いた（次頁表３）。 

表１ 抽出の基準となる用語（下線は新学習指導要領解説で新出の用語） 

表２ 新小学校学習指導要領解説における ICT 活用に関する記述の抽出結果 



また，用語の分類件数で最も多かったのが「コ

ンピュータ」の 82 件であり，「情報手段」の 48

件，「映像」の 42 件と続いた。 

 

３ 現行と新学習指導要領解説の ICT に関する

記述の比較 

2.2.の結果と，現行学習指導要領の ICT に関

する記述の比較を行う。 

 

3.1. 方法 

高橋らによる現行学習指導要領の整理は，情

報化全般に関して用語を選定している。そのう

ち，本研究で選定して基準とした ICT 活用に関

する用語についての比較を表にまとめる。 

まとめた表のうち，教科等の枠組みの変わっ

た外国語活動・外国語科と，高橋らの選定には

なかった新学習指導要領解説での新出の用語は

比較を行うことができないので，表から除く。 

 

3.2. 結果 

現行と新学習指導要領解説のうち，比較でき

る記述数を整理したものが表４である。 

用語の総数は，現行が 130 件，新学習指導要

領解説が 276 件であり，ICT 活用に関する記述

数は，２倍以上になっている。 

ここで比較した記述に関して，数が変わらな

いものや少し減っているものもあるが，ほとん

どの教科等・用語で，現行のものより新学習指

導要領解説の記述が増えている。 

特に教科では，現行では記述のない家庭科や

体育科にも記述されるようになっている。また，

現行でほとんどなかった生活科にも，記述が出

現している。 

 

表３ 記述の多かった教科等と用語 

表４ 現行と新小学校学習指導要領解説における ICT 活用に関する記述の比較 



４ 考察 

新学習指導要領解説における ICT 活用に関す

る記述の整理と，現行学習指導要領との比較を

行った。 

新学習指導要領において，ICT に関する記述

は，総合的な学習の時間が最も多く，理科や体

育科，社会科，音楽科なども多かった。また，

現行では記述がなかったり，少なかったりした

家庭科や生活科などでも記述されるようになっ

ていた。 

また，用語では「コンピュータ」が最も多く，

「情報手段」，「映像」，「情報機器」，「インター

ネット」と続いていた。 

コンピュータやその他の情報機器，インター

ネットなどを情報手段として用いた学習活動を

実施しながら，そこで身に付けた力を総合的な

学習の時間で発揮することが，これまで以上に

期待されていると考えられる。 

教科等の順位には入れていなかったが，総則

編にも ICT 活用に関する記述は多かった。筆者

らの研究により，教科書に設定された ICT に関

する記述を活かすことで，基本的な操作を指導

できることが示唆されている（渡邉ら 2016）。

すべての教科等に関わる総則編に ICT に関する

ことが多く記述されていることと，教科での記

述が増えていることを併せて考えると，本年度

検定が行われ，31 年度に採択・供給となり，32

年度に使用開始となる教科書に ICT に関する記

述が増えることが予想される。 

教科書への記述が増えることで，ICT を活用

した学習の機会も多くなり，ICT の基本的な操

作の指導が進むのではないかと期待される。 

 

５ まとめ 

本研究では，新小学校学習指導要領(平成 29

年告示)解説における ICT 活用に関する記述を

整理し，現行のものと比較を行った。新小学校

学習指導要領解説では「コンピュータ」，「情報

手段」などの記述が多く，また，現行では記述

のなかった教科でも記述されるようになってい

た。新学習指導要領の実施に向け，教科書にも

ICT に関する記述が増えると予想される。教科

書に多く掲載され，それをもとにした学習が展

開されることを前提に考えると，今後 ICT を活

用した学習活動が実施されやすくなると考えら

れる。 
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